
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 377 0

要求額 377 0

決定額 377 0

電話番号：058-272-1111(内3437)

E-mail：c11224@pref.gifu.lg.jp

（２）事業内容

0 0

２ 要 求 内 容

県　債

（１）要求の趣旨（現状と課題）

　都道府県水道ビジョンの一項目である「発展的広域化の取り組み推進の具体策」につい
ては、岐阜県水道広域化推進プランで定めた内容を充実させた上で記載することとし、過
年度に整理した県内水道の諸課題や国や県における他計画とも整合を図りながら、有識者
等により構成される検討会において、岐阜県水道ビジョンの策定に向けた検討を行う。

755

　厚生労働省は、平成25年３月に、50年後、100年後の水道の理想像等を明示した新水道ビ
ジョンを策定し、当該ビジョンにおいて都道府県は都道府県水道ビジョンを策定すること
とされている。
  県においては、令和５年３月に策定した岐阜県水道広域化推進プランにおける水道事業
の広域化の取組内容を踏まえ、岐阜県水道整備基本構想（※）の見直しとともに、岐阜県
版の都道府県水道ビジョン（岐阜県水道ビジョン）を策定することが必要である。
（※）岐阜県水道整備基本構想
　　　都道府県水道ビジョンの前身にあたるもの。
　　　昭和55年度策定、平成17年度最終改定（目標年度：令和９年度）
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健康福祉部　薬務水道課　薬物対策・水道係

予 算 要 求 資 料

令和８年度当初予算 支出科目　款：衛生費　項：薬務水道費　目：水道費

 ＜財源内訳＞

千円)

使用料 財　産区  分

手数料 収　入
その他

事 業 名

財 源 内 訳

0

事業費

岐阜県水道ビジョン策定事業費

(前年度予算額：

一　般
財　源

１ 事 業 費



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

285

３ 事業費の積算 内訳
金額

336

事業内容

報償費

36

使用料及び賃借料

印刷用紙代、お茶代

郵送料

委員謝金

　国１／２（社会資本整備総合交付金）

　無し

役務費 15

需用費

83

755

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項

（１）国・他県の状況

合計

　34道府県で都道府県水道ビジョンが策定されている。（令和４年３月31日時点）

　新水道ビジョンにおける記載により、事業主体は県である。

事業内容の詳細

（２）事業主体及びその妥当性

会場使用料

委員費用弁償、業務旅費旅費



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R6年度
(R ) 実績

○指標を設定することができない場合の理由

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
４
年
度

（事業目標）

　令和７年度から岐阜県水道ビジョンの策定に向けた検討を始め、令和９年度までを
目途に策定する。

目標 目標

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

(R9) 達成率

（目標の達成度を示す指標と実績）

指標名
R7年度 R8年度 終期目標

②

①

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
６
年
度

　国や県における他計画の整合を図るため、都道府県水道ビジョンにおける「給
水量の実績と水需要の見通し」の精査を実施した。

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

　都道府県水道ビジョンを策定することが事業内容であるため、目標や指標を設定す
ることが適当ではない。

（これまでの取組内容と成果）

　県内水道事業の基礎情報等の収集整理、将来における水道事業のあり方を設定
するための現状分析、課題抽出及び論点整理を業務委託により実施した。

令
和
５
年
度

　都道府県水道ビジョンにおける「発展的広域化の推進のために取り組む方策」
を検討するため、隣接する市町村間での浄水場の統廃合効果の試算を業務委託に
より実施した。



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

２ 事業の評価と課題

(評価) 　都道府県水道ビジョンは３４道府県で策定されており、岐阜県水道整備基
本構想は令和９年度で目標年度を迎えることから、岐阜県水道ビジョンの策
定を進める必要がある。２

　岐阜県水道ビジョンの策定に向け段階的に事業を進めている。

１

（今後の課題）

　岐阜県水道ビジョンの策定にあたっては、岐阜県水道広域化推進プランで定めた内
容を充実化させること及び国や県における他計画の整合を図ることが必要と考える。

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

(評価) 　岐阜県水道広域化推進プランによる取組みを進め、都道府県水道ビジョン
の一項目である「発展的広域化の取り組み推進の具体策」について検討が進
められている。２

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価)

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　岐阜県水道広域化推進プランで定めた内容を充実させるとともに、国や県の他計画
の改定等を注視しながら、岐阜県水道ビジョンの策定に向けた検討を始める。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課


